
 

 

 

 

 

 

 

 
 

横浜市消防局では、119 番通報においてスマートフォンを活用したＬＩＶＥ映像通信システム（映像１１９）の 

運用を開始します。 

 

１  概要 

ＬＩＶＥ映像通信システム（映像 119）の導入により、119 番通報者等と消防司令センターで映像の送受信

を行うことで、傷病者の状態や災害現場の詳しい状況を把握します。この取組により、迅速・的確な消防隊・救

急隊の運用や有効な応急手当を行うことで救命率を向上させることが期待できます。 

 

２ 運用開始日時 

  令和５年２月１日（水） ８時 30 分から 

  ※効果的に運用するため、令和５年３月 31 日までの２か月間で市民等への周知や利便性向上に向けた 

改善を行い、令和５年４月１日(土)から本格的な運用を開始します。 

 

３ 活用方法 

（１） 傷病者の状況に応じて、通報者等に応急手当の映像を送信 

（２） 通報者や消防隊等が撮影した災害現場の映像を消防司令センターで受信 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 市民への周知方法  

  市ウェブサイト、市の広報誌、市及び消防局の各種 SNS、ちらし、デジタルサイネージ等で広く周知します。 

 

５ 取材について  

取材を希望される方は、下記のお問合せ先にご連絡ください。  

取材場所： 横浜市消防司令センター（横浜市保土ケ谷区川辺町２－９）等 

 

お問合せ先 

消防局司令課長    田邊 栄久   Tel 045-334-6721 
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119 番通報者と消防司令センターを映像でつなぐ 

LIVE 映像通信システム（映像１１９）の運用を開始！ 

≪ＬＩＶＥ映像通信システムのイメージ≫ 

【119 番通報】 

【消防司令センター】 

口頭指導の実施 

応急手当映像送信 

現場映像の送信 
・活動の指示 

・危険情報の共有 

・部隊の増隊 等 

・状況報告等 

【災害現場】 


